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 神経因性膀胱の本態は膀胱支配神経の器質的な障碍に基く各種の排尿異常である。
 従来より本疾患に関する臣,冨床的,実験的研究は数多く認められ,教室でもすでに一連の研究成
 績を報告してレ、る鵜いまだそ'の病態生理を充分に解明し得たとは云えない。
 即ち本疾患の起源となる神経障碍の部位及び・τの程度を適確に決定することは極めて困難であ
 り,従って現在の段階にむいては本疾患の臨床例に対しては膀胱内圧曲線を測定することにより,
 膀胱状態のみなら謂非尿状態さらには神経損傷の性質まで推定しようとする頓句が認められる。
 一方膀胱の排尿生理に関しては,仙髄反射弓に基く伸展反射による膀胱内原貯溜と高位中枢
 の統制による収縮運星動と云う2種の神経性反応に基くとするのが現在の一段的な見解であり,各
 種の膀胱内圧曲線σ)解析も主としてこの糠な神経支配機構を基盤として行われて来た。しかし一
 方膀胱機能の一部は膀胱壁の純物雇学的弾性の因子を含んでいるものもあり,又膀胱壁の張力と
 云う生物物理学的概念を導入し,膀胱壁の生理的弾性構造の性質が膀胱内圧曲線」丁重要な要素に
 なっているとする説もある。また実験的神確固性膀胱に冷し・・ては,則餅した神経の種う贈て対応し
 て膀胱壁の組織代謝もそ・れぞれ特異的に変化し,またこの場合膀胱壁っ病」里組織学的構造も可成
 り変化すると云う報告もみられる。
 そこで私は膀胱内圧曲線は少くとも,外来支配神経の影響と,壁内神経藩の活動を含めて膀胱
 壁自身の生物物理学的性質の2覆の要素の綜合的な板能を反映しているものと考えた。
 そ'こでまず膀胱内圧曲線に対する外来支配辛輪紛影響はどのよう左形で表現されるかにつき追
 求すると共に,さらに1膀胱壁の生物物理学的性質の解明を行うことにより膀胱内圧曲線の構成成
 分の分析及びそ'のものの膀胱内圧曲線上の意義の解明を行い,さらには支配神経の系統的ll蜀等時
 に蔚け・るこれ等の変化を追求しようとした:。
 先ず成犬を弔いて実験的神経因性膀胱を作成し,その勝1洗内圧曲線を測定すると共に,膀胱適
 応出線たる検査法を考按し,これを正常犬,薬理前処置を施行した正常犬及び各種神経切断犬に
 施行して得られた膀胱適応曲線よりさらに新たに圧平衡曲線を人為的に作図して,それぞれ比較
 杉ミ討した〇
 七の結果,まず正常膀胱ては膀胱内圧曲線上の最終都の排尿収縮波を除くほとんど大音i・分の曲
 線の経過は,'膀胱壁構成成分の性質を強く反映していることが明らかになった。
 また膀胱支組神経の電気刺戟により膀胱内圧曲線上の排尿収縮曲線は,少くとも膀胱に対する
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 仙髄由来の外来神経,.特に仙骨神経前根性線維の存在を示していることが明らかになった。
 それと共に,各種薬剤投一与時の膀胱内圧曲線及び圧平衡曲線の解析により,前述の膀胱壁の生
 理学的性質は,膀胱壁内神経叢及びそ'の他の構成成分の生理学的性質の綜合的な性質を表現する
 ことを角蜥した。
 さらに各種支配神経切断膀胱の膀胱内圧曲線及ひ圧平衡曲線の解析により,支配神経障碍時に
 みられる異常な膀胱内圧曲線の経過の大部分は,神経障碍により惹起された膀胱壁それ自体の生
 物物理学的性状(り変化に塞ぐものであることを明らかにずると共に,これ等の変化に対し仙骨神
 経後根神経節が何等かの作用を有していることを推論した。
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 審査結果の要旨
 神経因性膀胱の本態は膀胱支拙神経の器質的た障碍に基く・毎・種の排尿異常であるが,いまだそ
 の病態生理は充分に解明されてい斎い。
 即ち本疾患の起源となる神経障碍の部位及びその程度を適確に決定するこ.とは極めて困難であ
 り,従って現在の段階にかいては本疾患σ⊃飾炭例に対しては肪胱内圧1始線を1興具足するこ.とにより,
 膀1挽状蕗,艮のみならず排尿状▽.1さら1尾ヒヒ神1陛損傷の性質まで推定しようとする1道内;が1言1モ!められる。
 一方膀胱の排尿生理に関しては膀胱支配神経の神経性反応に基くとするのが現在の一般釣魚見
 解であり,各種の膀胱内圧曲線の解析も主としてこの撫な神経支配機1ぎを基盤として行われて費
 た。しかし実験的神経医喫騨窪1號においては、切断した雑…軽の種類に対王忙してi顕民壁の綿舟{亡諒も
 そ・れぞれ∫専。異的に諺f化し,またこの場台・1拷脱髄の病理系i弊∫1寧学的構造も可成し,変fヒづ¶ろと云う報告
 もみら21る。
 そこで膀胱内圧曲線1砿少ぐとも、残存支配神経の影響と,壁内神経叢の1ゴ舌動を含めて膀既壁自
 身の生物物珂;学的性質の2種の要素の綜合的な機能を反映していろものと考え,,以下の実験を行
 った月斤に本論文の新知晃がある。
 すたわち膀胱内圧曲線に玄サする外来支配神経の験算ωどの工O左形で表現されるかにつき追求
 する目的で電気刺戟実験を行うと共に,さらに膀胱壁の生物物理学的性質の解明を行う目的で摘
 削膀胱を用いて膀胱適応曲線たる徐斎法を者被し,さらにそれ.しり圧平衡曲想を人為的に作成し
 てこれを膀胱内圧由仁1:ゴ穀1比することにより務胱内圧1註1線の構成応分の・分析及びそ・のミ)㌧ゐ暁星II…二
 内圧血線上の貰1義の角・担月毛』行しハ,さらには支配神経の系統的障碍時にお・けるこれ等の変化をヌ11求
 した。
 その奈古県,ロまず正常璋考彗光でけ1拷醒乏プヨ圧出痒泉上のぐ託と/、、ど大音区分・¢、匠1研豪の糸屋5愚`ま勝絹ソ自爆…儲万虻成分
 の性質を反映していることが判明した。
 ず1・.L・「',"窟懇待へ≦切断瑞胱の黒鴬な膀胱内圧曲線の経過の大部分ほ神経障碍により惹起され.
 た勝彗継1旨そ一れ自伝の生物物理学的性状の変化に甚ぐものであろことを明らかにした。
 この結果神経顕性筋瞳の治療に関しては向神経系薬剤のみたらず,膀胱壁の性質を合理的に改
 善せして)る薬剤の併用が必要てあること奮示唆し,治療方法の進歩に寄与すると共に,現在まで
 の膀胱内圧曲線の解析方法に新知見をもたらしたことは学位授与に価するものと考える。
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